












52 永遠の真理　2013 年 1 月

　

ある者は戦車（せんしゃ）を誇（ほこ）り、ある者は馬（うま）を誇る。
しかしわれらは、われらの神、主のみ名を誇る。（詩篇20:7）

馬は神様の創造（そうぞう）された堂 （々どうどう）とした動物です。
各時代の人々は、馬のすばらしいうつくしさと力を感心（かんしん）せず
にはいられませんでした。しかも、これらのりっぱな被造物（ひぞうぶつ）
が人間のために働くことをよろこぶということを知るのはなんとすてきな
ことでしょう。馬はよろこんで必要（ひつよう）な仕事（しごと）をします。
ですから、馬の力のゆえに、人間が作ったエンジンやモーターの力を、

「馬力」の単位（たんい）ではかっても、ふしぎではありません。
馬は歴史（れきし）を通じて、戦争（せんそう）に使われてきました。モー
セの時代に、エジプト―当時、世界最強（せかいさいきょう）の国家（こっ
か）―はたくさんの馬と戦車をもって、自分たちの軍事力（ぐんじりょく）
を誇っていました。しかし、わたしたちは、神の民（たみ）がにげるため
に紅海（こうかい）がどのようにして開かれたかを知っています。天の偉
大（いだい）な神が、馬のひづめがどろにはまって不自由になり、先に進
めなくなりました。また戦車の車輪（しゃりん）もはまってしまいました。
そのとき紅海がもとの場所に流れかえって、エジプト軍はみんな―馬も
戦車も―おぼれてしまいました。「主はいくさびと、その名は主。彼はパ
ロの戦車とその軍勢とを海に投げ込まれた、そのすぐれた指揮者（しき
しゃ）たちは紅海に沈んだ」（出エジプト記15:3,	4）
どうしてこうなったのでしょうか？人間的には不可能（ふかのう）です。
しかし、やさしく、平和（へいわ）を愛（あい）される神様も、あまりに

お話コーナー

	 	 　　馬力（ばりき）　対　

　		 　天の力
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